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ম峘がん登録峼峫岺峵ଌ 

 
1951年 ・峹が国ੂの地ୠがん登録が宮城県内峑開始 

1954年 ・日本峑ੂめて地ୠがん罹患率が報告さ島る 

1957ফ~59ফ 嵣ઁਣ（1957年）と長（1958年）の医ప会が 

原ೌം૩৹ਪ৩会（現岝ਁஇଃ੮১যଣೝ୶研ਚ）の協ৡを੭てᇯᯂ登録を開

始 

1960年৻ ・1962年岝পଚਿとఎੴ峑地ୠがん登録が開始 

1970年৻ ・ઋ奈ਆ県（1970 年）岝೭取県（1971 年）岝北海道（1972 年）岝ৈੴ県（1973

年）岝 県（1974年）岝千୴県（1975年）峑地ୠがん登録が開始 

1975ফ 嵣ௐেௌ௮峘੍ର峼受岻峐ୠがん登録研究ྉが発ଌ 

1979年 ・国の第 4 ઃபਙৗে物ৰଙ৹ਪ峑ੂめて地ୠのがん 3 年েோ率がਁ表さ島る（13 道ਿ

県） 

1983ফ ・ഠয৳১ਁഘにൣ岰岝国ಛଓஃの開始 

（峇島峨峑 14ਿ峑ৰ岿島峐岮峉ୠがん登録২が岹峘ঽ৬峕ச峕ઁが峵） 

1984年 ・第 8回国がん登録学会がૣળ市峑開催さ島る 

1989年 ・国の第 5ઃபਙৗে物ৰଙ৹ਪに 1道 1ਿ 14県 2市のがん登録がਸ 

1992ফ 嵣ୠがん登録全国ੈ৮会（JACR）がপଚ峑発ଌ 

1995年 ・JACR 嵊崶グラ崽が刊さ島る（ਰ年 1回刊行） 

1996年  ・地ୠがん登録研ྉが「がん登録য情報৳૧」崔イドライ嵛を発表 

1998年 ・ଓஃ金の一ಹଃ౺化がん登録峙岝道ਿ県のঽ主ਙに峗ら島る  

2002ফڴা 嵣೨ੜਤ১ਁഘ がん登録峼国峝্ਁુ੮৬峘ৡଝਜ峒ૠ 

2004年 4月 ・第 3ઃ対がん 10 か年়ਅറが始峨る岞「がんଆ対策のためのがん罹患・死亡動のৰଙ 

の研」ྉ（ຳ೯ྉশ）による 15ਿ県に対しての੍ର体制が開始 

 

2005年 9月 ・JACR が「地ୠがん登録における機ഡ৳に関峃る崔イドライ嵛」を刊行峃る（大島明理হশ） 

2006ফ 6া 嵣がんৌੁ੦ম১ਁഘ 

2006年 10月 ・国য়がん崣嵛崧ーがん対策情報崣嵛崧ーがん情報・ଁੑ部地ୠがん登録室の開設 

2007年 4月 ・がん対策ਤ協議会が発足 がん対策ਤ੦本ੑがਁ表さ島る 

・ がん対策੦本১の理に੦峏岷がん診療連携ು点病院の指定が開始 

（岽島によりがん罹患の届出੯ਯが全国的にੜ峃る） 

 

2010年ڭ月 ・JACR が NPO১যとなる 

2010ফ 10া 嵣第 32回国がん登録学会（૯ଘ）峼岝国য়がん研究センター峒 JACRがુಈ峃峵 

 



 
 

 
 

2012年  ・がん対策ਤ協議会にてઃ期がん対策ਤ੦本ੑが策定さ島岝がん登録のಌなるਤが

明੶さ島る 

・JACR ががん登録の১制化をਏ峃るਔৄછをௐௌ大෦らへ出 

・峒ূ峼最峕岝全国 47ਿ峑ୠがん登録事業がৰ岿島峵৬峕 

・国がん研機関（IARC岝嵒嵐嵛）が発刊峃る岝「5 大ಮのがん罹患」第 ඕに岝 宮城岝ৗڬ1

ඎ岝ૣ੩岝ఎੴ岝大ଚ岝広島岝佐வ岝শの崯ー崧がൕൗ岞宮城峙岝 第 1 刊から連ਢ 10 回の

ൕൗとなる岞 

 

2013ফ 

12া 6 

嵣岣がん登録ਤ১岤がਛয় 

2015年 ・ JACR が安全管理ೈ઼嵊崳崧嵒嵛グহ業を開始 

2016ফ 1া 嵣岣がん登録ਤ১岤がষ岞ୠがん登録峙国峘事業峒峔峵岞 

2016年 ڲ月 ・地ୠがん登録全国協議会峙日本がん登録協議会と岞 

2016ফ 9া 嵣JACRがફがんপ賞峼受賞 

2016年 10月 ・JACR 峙国য়がん崣嵛崧ーからのਭ業務として岝道ਿ県のがんরఙ登録室・৩を対とし

た安全管理ೈ઼嵊崳崧嵒嵛グহ業を開始 

2017ফڲা 嵣全国がん೩৴়会峒 JACRが J-CIP崿嵕崠崏崗崰ੈછ峼ഁ 

 

2018年 1月 ・日本から峙宮城岝田岝岝栃木岝ණ岝城岝ઋ奈ਆ岝ৗඎ岝ૣ੩岝岝ఎੴ岝大ଚ岝

ௗಛ岝広島岝ఎ၊岝佐வの16ਿ県がਸした岝CONCORD-3のટのધが LANCETにൕ

ൗ 

2018ফ 11া 嵣JACRがੳ NPO১য峒峔峵 

2019ফ 1া 嵣がん登録ਤ১峕੦峏岹ੂ峫峐峘集ੑகがௐௌ岵峳ਁ表岿島峵 

 

  

 



 
 

 
 

2012年  ・がん対策ਤ協議会にてઃ期がん対策ਤ੦本ੑが策定さ島岝がん登録のಌなるਤが

明੶さ島る 

・JACR ががん登録の১制化をਏ峃るਔৄછをௐௌ大෦らへ出 

・峒ূ峼最峕岝全国 47ਿ峑ୠがん登録事業がৰ岿島峵৬峕 

・国がん研機関（IARC岝嵒嵐嵛）が発刊峃る岝「5 大ಮのがん罹患」第 ඕに岝 宮城岝ৗڬ1

ඎ岝ૣ੩岝ఎੴ岝大ଚ岝広島岝佐வ岝শの崯ー崧がൕൗ岞宮城峙岝 第 1 刊から連ਢ 10 回の

ൕൗとなる岞 

 

2013ফ 

12া 6 

嵣岣がん登録ਤ১岤がਛয় 

2015年 ・ JACR が安全管理ೈ઼嵊崳崧嵒嵛グহ業を開始 

2016ফ 1া 嵣岣がん登録ਤ১岤がষ岞ୠがん登録峙国峘事業峒峔峵岞 

2016年 ڲ月 ・地ୠがん登録全国協議会峙日本がん登録協議会と岞 

2016ফ 9া 嵣JACRがફがんপ賞峼受賞 

2016年 10月 ・JACR 峙国য়がん崣嵛崧ーからのਭ業務として岝道ਿ県のがんরఙ登録室・৩を対とし

た安全管理ೈ઼嵊崳崧嵒嵛グহ業を開始 

2017ফڲা 嵣全国がん೩৴়会峒 JACRが J-CIP崿嵕崠崏崗崰ੈછ峼ഁ 

 

2018年 1月 ・日本から峙宮城岝田岝岝栃木岝ණ岝城岝ઋ奈ਆ岝ৗඎ岝ૣ੩岝岝ఎੴ岝大ଚ岝

ௗಛ岝広島岝ఎ၊岝佐வの16ਿ県がਸした岝CONCORD-3のટのધが LANCETにൕ

ൗ 

2018ফ 11া 嵣JACRがੳ NPO১য峒峔峵 

2019ফ 1া 嵣がん登録ਤ১峕੦峏岹ੂ峫峐峘集ੑகがௐௌ岵峳ਁ表岿島峵 

 

  

 

 
 

JACRの状況（２０２１年 1月 31日時点） 

 
47ਿ県؟੮৬ਫভ員（ਿ県ಉ）ٹ 1、1研੮৬ 

ਨਲ、ஒ県、గু県、ଗ県、ি県、県、ૣਣ県、ଗ県、ౡ県、ණ県、 

൮県、୴県、ূ、ઋఱਆ県、ৗඎ県、୕県、લਆ県、ૣ੩県、県、 

শ野県、ว県、ಯળ県、ఎੴ県、ਕ県、ཱྀவ県、ਿ、পଚਿ、ௗಛ県、ఱଐ県、ਮస県、೭取県、ਣ根

県、ળ県、広ਣ県、ઠ県、ਣ県、ಘਆ県、ఎ၊県、ৈੴ県、ૣળ県、ଯவ県、শ県、ി本県、প分県、

県、ಧుਣ県、బಐ県、広ਣ 

（一）CDAA 

 

 6੮৬؟੮৬ਫভ員（୰ಉ関৴੮৬ಉ）ٹ

পଚୢఐপ৾、 পଚୢఐপ৾ဟ属୰、 ༙生ௐ生合୰、 ණ県য়がん崣嵛ター、 ৈ合ୢ崣嵛ター 

ূয়୰ 

 人ਫভ員（20名）ٹ

ળ本 ઉౘ様、 ଯر ဧ様、 ၘ ਮ୲様、 ির 英様（他 16名） 

 

 ੮৬එஃভ員（31੮৬）ٹ

（ਁ）日本ୢపভ、 ূਲ上日動あんしん生୵৳૫（ઙ）、 ূਲ上日動ౌ಼৳૫（ઙ）、୕ৢ（ઙ）

（4ઠ） 

アフラック生୵৳૫ভ（3ઠ） 

のಞ（ઙ）、（一）全日本崛ー崺ーੈভ、（ઙ）嵔崲崮ック、（ઙ）嵌クルト本、（ਁ）日本ຓఐୢపভ  

SOMPO 峜ま峹り生୵৳（ઙ）、୲ଲఇ（ઙ）、 ਕ੩ક௵ਲ上あいおい生୵（ઙ）୕フイルムメデ崋崓ル（ઙ）

（2ઠ） 

ア崡トラ崤崵崓（ઙ）、 (一)ණ県୰ੈভ、（ઙ）崕嵋嵛崝ー崡崕嵋嵛、（ਁଃ）日本対がんੈভ 

崝イニク崡（ઙ）、পุఇષੵ業（ઙ）、ਸ਼一ਕ共（ઙ）、૱িఇષੵ業（ઙ）、 রਗଲఇ（ઙ） 

ノ崸ル崮崋崡ファーマ（ઙ）、 ファイ崞ー（ઙ）、 ৄଲఇ（ઙ）、 ୕嵔崻崒（ઙ）、 マニ嵍ライフ生୵৳૫（ઙ） 

メルク崸イ崒ファーマ（ઙ）、 MSD（ઙ）、日本生୵৳૫ৼ൩ভ、日ୢੵ（ઙ）（1ઠ） 

 

 人එஃভ員（6名）ٹ

ૺ੩িᅝ様（他 5名） 

  



 
 

 
 

 員（50ఠ順、รู略）૽ٹ

理事শ ၘ ਦඥ ණ県ୋ生୭研所 

ౢ理事শ 

 

প い峄み ౡ県য়がん崣嵛ター 

ਧ野 ఒ一 সୢఐপ৾ 

理事 టઢ ೢ ఎੴ県がん崣嵛ター研所 

 പ ඥ （ਁଃ）ଣೝ୶研所 

 ি  ূয়୰ 

 ૈ௳ ্ ൞প৾ୢ৾ဟ属୰ 

 ਕ上 ஐ ୴県がん崣嵛ター 

 ৻  পଚবがん崣嵛ター 

 ൄ 文ේ （ਁଃ）ණ県೨峏くりଃ੮ 

 ি ยఴ ৈੴপ৾教育研 

૰事 ൺ ྒྷ৻ ઋఱਆ県য়がん崣嵛ターಏ෫研所 

ਸ਼ 30 

৾ૐভশ 

ি  ূয়୰ 

൹ਖ ળ本 ઉౘ ઙ式ভ嵔崲崮ック 

ির 英 পଚਿઢ੩৳所 

ๅি ೦一 全বୋ生শভ  

র よ岰 全বୋ生শভ  

 

 各ர員ভ（รู略）ٹ

員ভ名 員শ 

৾員ভ ৻  

全ଵ理員ভ ਧ野 ఒ一 

広報員ভ ૈ௳ ্ 

教育研修員ভ প い峄み 

ব員ভ టઢ 峰り 

 టઢ 峰り ۅھڸٕڿ

基盤整備員ভ ၘ ਦඥ 

イ嵛フ崑マ崮崋ク崡員ভ ি  

 



 
 

 
 

 員（50ఠ順、รู略）૽ٹ

理事শ ၘ ਦඥ ණ県ୋ生୭研所 

ౢ理事শ 

 

প い峄み ౡ県য়がん崣嵛ター 

ਧ野 ఒ一 সୢఐপ৾ 

理事 టઢ ೢ ఎੴ県がん崣嵛ター研所 

 പ ඥ （ਁଃ）ଣೝ୶研所 

 ি  ূয়୰ 

 ૈ௳ ্ ൞প৾ୢ৾ဟ属୰ 

 ਕ上 ஐ ୴県がん崣嵛ター 

 ৻  পଚবがん崣嵛ター 

 ൄ 文ේ （ਁଃ）ණ県೨峏くりଃ੮ 

 ি ยఴ ৈੴপ৾教育研 

૰事 ൺ ྒྷ৻ ઋఱਆ県য়がん崣嵛ターಏ෫研所 

ਸ਼ 30 

৾ૐভশ 

ি  ূয়୰ 

൹ਖ ળ本 ઉౘ ઙ式ভ嵔崲崮ック 

ির 英 পଚਿઢ੩৳所 

ๅি ೦一 全বୋ生শভ  

র よ岰 全বୋ生শভ  

 

 各ர員ভ（รู略）ٹ

員ভ名 員শ 

৾員ভ ৻  

全ଵ理員ভ ਧ野 ఒ一 

広報員ভ ૈ௳ ্ 

教育研修員ভ প い峄み 

ব員ভ టઢ 峰り 

 టઢ 峰り ۅھڸٕڿ

基盤整備員ভ ၘ ਦඥ 

イ嵛フ崑マ崮崋ク崡員ভ ি  

 

 
 

 
 

༟২ 

 

（1） ৾တཫೖ 

がん記Ⴕ৾の研分野でરれた研業ౚのある 50ୃ以下の研者を対とする。 

 これまでの受ೖ者ഄ（รู略） 

 

受ೖফ  受ೖ者 所属 

成 23ফ ਸ਼ڭ ૈি ඈপ বয়がん研崣嵛ター 

成 24ফ ਸ਼ڮ പ ඥ ଣೝ୶研所 

成 25ফ ਸ਼گ ൺ野ি ࿊୬ বয়がん研崣嵛ター 

成 26ফ ਸ਼４ టઢ 峰り পଚਿয়成人୰崣嵛ター 

成 27ফ ص ص ص 

成 28ফ ਸ਼ڲ ি প পଚবがん崣嵛ター 

成 29ফ ਸ਼ 7 టઢ ೢ ఎੴ県がん崣嵛ター研所 

রি ྒྷ਼ পଚবがん崣嵛ター 

ഥਮ 30ফ ص ص ص 

ഥਮ ੪ফ ਸ਼ 8 ૈ௳ ্ ൞প৾ୢ৾ဟ属୰ 

 

（2） がん登録実務ௌ者表༟ 

全ব（ୠ）・内がん登録の実務৽ୡが 3 ফ以上あり、全ব（ୠ）・内がん登録でౚをあげた者、০後の

活ඩがୄできる者、データ活用、がん対策に献した者を対とする。    *内がん登録表༟ **ୠ・内がん登録表༟ 

受ೖফ 受ೖ者 所属 

成 30ফ ఖ内 加৻ ණ県೨峏くりଃ੮がん登録 

 గ ఎ ఎੴ県がん登録 

  ๒ ਁஇଃ੮১人ଣೝ୶研所 

 野ઠ 真理 ৈੴপ৾ୢ৾ဟ属୰ 

 ি ਫਦ শ県がん登録 

 టଯ ఱر* ᅻૉপ৾ୢ৾ဟ属୰ 

ഥਮ੪ফ ৪ အ 県がん登録 

 希 ਁஇଃ੮১人ଣೝ୶研所 

 ≥ઢ 真** বয়୰機構ਨਲがん崣嵛ター 

 

 

 



 
 

（3） ਿ県がん登録実務ௌೖ 

各県のがん登録を対とする。Gold は CONCORD・CI5 参加ਿ県、Silver は MCIJ A 基をたす県と、2 つの

基を設けてਿ県のがん登録の表༟を行岰。 

成 29ফ度 

 

Gold受ೖ県 

 

ଗ県、ি県、県、ౡ県、ණ県、ଗ県、ઋఱਆ県、ৗඎ県、ૣ੩県、県 

ఎੴ県、পଚਿ、ௗಛ県、広ਣ県、ఎ၊県、ଯவ県 

 

Silver受ೖ県 

ਨਲ、ஒ県、ଗ県、൮県、ಯળ県、শ野県、ว県、લਆ県、ཱྀவ県、ਕ県 

ఱଐ県、ਮస県、ਣ根県、೭取県、ળ県、ઠ県、ಘਆ県、ਣ県、ৈੴ県、ૣળ県 

শ県、প分県、ി本県、ಧుਣ県 

成 30ফ度 

Gold受ೖ県 ص 

 

 

Silver受ೖ県 

ਨਲ、ஒ県、ଗ県、ি県、県、ૣਣ県、ଗ県、ౡ県、ණ県、൮県 

୴県、ূ、ઋఱਆ県、ৗඎ県、લਆ県、ૣ੩県、県、শ野県、ว県、ಯળ県 

ఎੴ県、ਕ県、ཱྀவ県、ਿ、পଚਿ、ఱଐ県、ਮస県、ਣ根県、೭取県、ળ県 

広ਣ県、ઠ県、ਣ県、ఎ၊県、ৈੴ県、ૣળ県、ଯவ県、শ県、ി本県、প分県 

ಧుਣ県、బಐ県 

 

（4） ઢ本టਕೖ 

বがん登録৾ভなど、JACR が定するব৾ভにおいて、がん記Ⴕ৾・がん対策の研分野でરೢな研表

を行った 45ୃ以下の者を対とする。 

受ೖফ 受ೖ者 所属 

成 29ফ ির ఱ 弘前大学大学院 医学研究科 

 ૣ੩ รམ পଚবがん崣嵛ター 

成 30ফ ص ص 

ഥਮ੪ফ 

 

ፖ੩ ಜ明 ఎੴ県がん崣嵛ター 

রি ྒྷ਼ পଚবがん崣嵛ター 

ഥਮڮফ ص ص 

 



 
 

（3） ਿ県がん登録実務ௌೖ 

各県のがん登録を対とする。Gold は CONCORD・CI5 参加ਿ県、Silver は MCIJ A 基をたす県と、2 つの

基を設けてਿ県のがん登録の表༟を行岰。 

成 29ফ度 

 

Gold受ೖ県 

 

ଗ県、ি県、県、ౡ県、ණ県、ଗ県、ઋఱਆ県、ৗඎ県、ૣ੩県、県 

ఎੴ県、পଚਿ、ௗಛ県、広ਣ県、ఎ၊県、ଯவ県 

 

Silver受ೖ県 

ਨਲ、ஒ県、ଗ県、൮県、ಯળ県、শ野県、ว県、લਆ県、ཱྀவ県、ਕ県 

ఱଐ県、ਮస県、ਣ根県、೭取県、ળ県、ઠ県、ಘਆ県、ਣ県、ৈੴ県、ૣળ県 

শ県、প分県、ി本県、ಧుਣ県 

成 30ফ度 

Gold受ೖ県 ص 

 

 

Silver受ೖ県 

ਨਲ、ஒ県、ଗ県、ি県、県、ૣਣ県、ଗ県、ౡ県、ණ県、൮県 

୴県、ূ、ઋఱਆ県、ৗඎ県、લਆ県、ૣ੩県、県、শ野県、ว県、ಯળ県 

ఎੴ県、ਕ県、ཱྀவ県、ਿ、পଚਿ、ఱଐ県、ਮస県、ਣ根県、೭取県、ળ県 

広ਣ県、ઠ県、ਣ県、ఎ၊県、ৈੴ県、ૣળ県、ଯவ県、শ県、ി本県、প分県 

ಧుਣ県、బಐ県 

 

（4） ઢ本టਕೖ 

বがん登録৾ভなど、JACR が定するব৾ভにおいて、がん記Ⴕ৾・がん対策の研分野でરೢな研表

を行った 45ୃ以下の者を対とする。 

受ೖফ 受ೖ者 所属 

成 29ফ ির ఱ 弘前大学大学院 医学研究科 

 ૣ੩ รམ পଚবがん崣嵛ター 

成 30ফ ص ص 

ഥਮ੪ফ 

 

ፖ੩ ಜ明 ఎੴ県がん崣嵛ター 

রি ྒྷ਼ পଚবがん崣嵛ター 

ഥਮڮফ ص ص 

 

 
 

  
 

৾ૐভの৫ಈ၎ഄ 

 
৫ಈ日  ৫ಈ পভশ 

成 4ফ 12া 10日 ਸ਼ 1 পଚ ઢ本టਕ 

成 5ফ 10া 8日 ਸ਼ڮ  ৈ野ೣ 

成 6ফ 9া 21日 ਸ਼گ 広ਣ   

成 7ফ 9া 21日 ਸ਼４  ଯઢ ౘ 

成 8ফ 9া 20日 ਸ਼ڱ শ ি ৈଐ 

成 9ফ 9া 12日 ਸ਼ڲ ୴ ੨ি  

成 10ফ 9া 4日 ਸ਼ڳ 名ଽો িਣ ਮ 

成 11ফ 9া 14日 ਸ਼ڴ ઋૺ લি  

成 12ফ 9া 14日 ਸ਼ڵ ૯ଘ ળ本 ઉౘ 

成 13ফ 9া 14日 ਸ਼ڬڭ পଚ পਣ 明 

成 14ফ 9া 13日 ਸ਼ڭڭ ৪ 本 ิ 

成 15ফ 9া 12日 ਸ਼ڮڭ ૣ੩ ઢি ৾ 

成 16ফ 9া 2日 ਸ਼گڭ  ▏ 一 

成 17ফ 9া 2日 ਸ਼４ڭ ূ ຳ೯ ௵ේ 

成 18ফ 9া 1日 ਸ਼ڱڭ  ૈি ජ 

成 19ফ 9া 7日 ਸ਼ڲڭ 広ਣ ు ਮ 

成 20ফ 9া 12日 ਸ਼ڳڭ শ 関根 一 

成 21ফ 9া 4日 ਸ਼ڴڭ ৗඎ ৵ૈ原 ೢ一 

成 22ফ 10া 15日 ਸ਼ڵڭ ૯ଘ ળ本 ઉౘ 

成 23ফ 9া 15日 ਸ਼ڬڮ ୴ ਕ上 ஐ 

成 24ফ 6া 8日 ਸ਼ڭڮ ৈੴ ি ยఴ 

成 25ফ 6া 14日 ਸ਼ڮڮ ি 加ઢ າ 

成 26ফ 6া 13日 ਸ਼گڮ ஸ র 一則 

成 27ফ 6া 11日 ਸ਼４ڮ ଶ ၘ ਦඥ 

成 28ফ 6া 3日 ਸ਼ڱڮ স ਧ野 ఒ一 

成 29ফ 6া 9日 ਸ਼ 26 ૈ 本 ๕൞ 

成 30ফ 6া 13日 ਸ਼ 27 ຏೱ ੜি 人 

ഥਮ੪ফ 6া 19日 ਸ਼ 28 ైච ৈଶ ᝥ人 

ഥਮڮফ 6া 4日 ਸ਼ 29 ഌ（WEB৫ಈ） প い峄み 

ഥਮ 3ফ 6া 9日 ਸ਼ 30 ূ（WEB৫ಈ）定 ি  
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 対とする論文の৾領ୠ．ڭ

JACR モノグラフは、以下に関する論文の投稿をຈಶします。 

⋇ 全বがん登録やୠがん登録ৱમを活用したがんの記Ⴕ৾研 

⋈ 人ઠ動ଙଈಝੲ報ಉのਿଁ計ৱમを用いた、がんの記Ⴕ৾研 

⋉ 内がん登録ৱમを用いた୰のがんୢ機ચの評価に関する研 

⋊ がん対策の企画、য়案、モニタリ嵛グ、評価に関する策的研 

⋋ がん登録事業のౄ実や、ৱમのਹ活用のയਤを図るための১ভఐ৾およびੲ報ఐ৾的研 

⋌ がん登録ৱમとの記録照合の果を用いた崛ーホート研 

⋍ その他のবੈ同研を含めたがんの記Ⴕ৾的研 

 

 投稿受હ．ڮ

当ჾফ度に行されるモノグラフの投稿受હは、同一ফ度の 9 া 30 日までとします。 

 

 投稿論文のரథと原稿の崡タイル．گ

(1) 原著 

1) タイトルページ ⋇タイトル、⋈著者名、⋉著者の所属施設、⋊Corresponding author 名とその৴൪先

（ક所、ਗ਼ਵ番号、FAX 番号、ਗ਼メール）、⋋論文のரథ、⋌要旨と本文それ峈れの文字数 

2) 要旨 800 字以内。構造化（目的、্১、果、論）が望ましい。 

3) 本文 岣1．はじめに岤、岣2．্১岤、岣3．果岤、岣4．考岤で構成するが、要に応じ、2.(1),1)と、ණ৵

化してଐい。要に応じ、謝辞を岣4．考岤の後につける。謝辞を含め、6000 字以内とする。 

4) 図表は、合計 8 つまでとする。引用文献は、30 編までとする。 

(2) 説 

1) タイトルページ 原著論文に同じ。 

2) 要旨 800 字以内。 

3) 本文 内容に応じ、適宜構造化を図る。謝辞を含め、8000 字以内とする。 

4) 図表は合計 6 つまでとする。引用文献は、60 編までとする。 

(3) ৱમ 

ୠがん登録ৱમ、ਿ関બৱમ、内がん登録ৱમಉを用いたଁ計データの提示をরੱとした論文や、がん

登録事業やがん対策のౄ実に૽য়つと考えられるৱમ。 

1) タイトルページ 原著論文に同じ。 

2) 要旨 400 字以内。 

3) 本文 内容に応じ、適宜構造化を図る。謝辞を含め、4000 字以内とする。 



4) 図表は合計 10 までとする。引用文献は、20 編までとする。 

(4) がん登録事業活動報告 

登録精度や即時性の向上などに関するユニークな取り組みとその効果評価、広報活動、実務担当者への教育研

修活動など、他県の取り組みの参考になると考えられる活動の紹介。 

1) タイトルページ 原著論文に同じ。 

2) 要旨 400 字以内。 

3) 本文 内容に応じ、適宜、構造化を図る。謝辞を含め、4000 字以内とする。 

4) 図表は合計 6 つまでとする。引用文献は、10 編までとする。 

(5) 提言 

がん登録事業やがん対策の企画、実行、評価活動とその基盤整備に関する提案・提言。提言の狙い・意義、提言

の理論的根拠、提言の根拠となる先行事例、提言が実現した場合に生じるメリットデメリットなどについて、言及する

こと。 

1) タイトルページ 原著論文に同じ。 

2) 要旨 400 字以内。 

3) 本文 内容に応じ、適宜、構造化を図る。謝辞を含め、4000 字以内とする。 

4) 図表は合計 4 つまでとする。引用文献は、20 編までとする。 

 

４．投稿原稿の執筆要領 

(1) MS Word（ver.2010以降）を使って日本語で作成する。数字及びアルファベットは原則として半角とする。 

(2) 数字は算用数字を用い、単位や符号は慣用のものを用いる。 

(3) 特殊な、あるいは特定分野のみで用いられている単位、符号、略号ならびに表現には簡単な説明を加える。 

(4) 異なる機関に属するものが共著である場合は、各所属機関に番号をつけて氏名欄の下に一括して示し、その

番号を対応する著者の氏名の右肩に記す。 

(5) 図、表および写真には図 1、表 1、および写真 1 などの番号をつけ本文とは別にまとめておく。表は表題とと

もに 1 枚の用紙に 1 つとする（図、写真についても同じ）。図は凡例とともに原則としてそのまま掲載できる明瞭な

ものとする。図表は、Excel もしくは Power Point （どちらも ver.2010 以降）で作成する。写真は JPEG も

しくは GIF データで提出する。図、表、写真は、全て白黒印刷となるので、それを念頭に凡例などを作成すること。 

(6) 引用文献の後に、英文 Summary を掲載することができる。採択された論文の英文Summary は、図表

とともに JACR のホームページに掲載される場合があることを承諾することが、英文 Summary を JACR モノグラフ

に掲載することの条件となる。当誌への英文 Summary の掲載を希望する場合は、ローマ字による著者名と所属

施設名と400 単語以内の英文Summary を、この順番で引用文献の後の頁に用意する。そして、図表およびそ

の凡例とタイトルは、英語で作ること。なお、英文 Summary は、専門家によるチェックを受けておくことが望ましい。 

(7) 引用文献の記載様式 

1) 文献は本文の引用箇所の肩に 1)、1～5)、1,3～5)と、引用する順に番号で示し、本文の後に一括して引

用番号順に記載する。文献の著者が 3 人までは全員、4 人以上の場合は 3 人目までを挙げ、4 人目以降は

省略して、3 人の著者名+『，他』とする（以下の例を参照）。英文の文献で著者が 4 人以上の場合は、3 人



4) 図表は合計 10 までとする。引用文献は、20 編までとする。 

(4) がん登録事業活動報告 
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修活動など、他県の取り組みの参考になると考えられる活動の紹介。 
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がん登録事業やがん対策の企画、実行、評価活動とその基盤整備に関する提案・提言。提言の狙い・意義、提言

の理論的根拠、提言の根拠となる先行事例、提言が実現した場合に生じるメリットデメリットなどについて、言及する
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2) 要旨 400 字以内。 

3) 本文 内容に応じ、適宜、構造化を図る。謝辞を含め、4000 字以内とする。 

4) 図表は合計 4 つまでとする。引用文献は、20 編までとする。 

 

４．投稿原稿の執筆要領 

(1) MS Word（ver.2010以降）を使って日本語で作成する。数字及びアルファベットは原則として半角とする。 

(2) 数字は算用数字を用い、単位や符号は慣用のものを用いる。 

(3) 特殊な、あるいは特定分野のみで用いられている単位、符号、略号ならびに表現には簡単な説明を加える。 

(4) 異なる機関に属するものが共著である場合は、各所属機関に番号をつけて氏名欄の下に一括して示し、その

番号を対応する著者の氏名の右肩に記す。 

(5) 図、表および写真には図 1、表 1、および写真 1 などの番号をつけ本文とは別にまとめておく。表は表題とと

もに 1 枚の用紙に 1 つとする（図、写真についても同じ）。図は凡例とともに原則としてそのまま掲載できる明瞭な

ものとする。図表は、Excel もしくは Power Point （どちらも ver.2010 以降）で作成する。写真は JPEG も

しくは GIF データで提出する。図、表、写真は、全て白黒印刷となるので、それを念頭に凡例などを作成すること。 

(6) 引用文献の後に、英文 Summary を掲載することができる。採択された論文の英文Summary は、図表

とともに JACR のホームページに掲載される場合があることを承諾することが、英文 Summary を JACR モノグラフ

に掲載することの条件となる。当誌への英文 Summary の掲載を希望する場合は、ローマ字による著者名と所属

施設名と400 単語以内の英文Summary を、この順番で引用文献の後の頁に用意する。そして、図表およびそ

の凡例とタイトルは、英語で作ること。なお、英文 Summary は、専門家によるチェックを受けておくことが望ましい。 
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用番号順に記載する。文献の著者が 3 人までは全員、4 人以上の場合は 3 人目までを挙げ、4 人目以降は

省略して、3 人の著者名+『，他』とする（以下の例を参照）。英文の文献で著者が 4 人以上の場合は、3 人

 

 

 
 

の著者名+『，et al.』とする。 

2) හ誌名はそのහ誌が使用している略名がある場合は使用してもよい。 

3) 記載্১は下記のとおり。 

⋇  හ誌の場合 著者名．表題．හ誌名．行ফ（ਧႢ）ؠඕ؟頁�頁． 

例 1؟ির英，ਧሟఘ，ஸിೢ明他．ቅ専門ୢ施設におけるଣೝの動向．ቅのಏ෫．

 ．449�455؟47 2001

例 2؟Tanaka H, Uera F, Tsukuma H, et al. Distinctive change in male liver cancer incidence 

rate between the 1970s and 1990s in Japan: comparison with Japanese�Americans and US 

whites. 

Jpn J Clin Oncol. 2007;37:193�196. 

⋈  単行本の場合 著者名．表題．編ૐ名．છ名．行所所؟行所，行ফ（ਧႢ）ؠ頁�

頁． 

例 3؟හவਁ，ૈিඈপ，ຳ೯௵ේ．日本のがん೩のలਟ計．ຳ೯௵ේ，ൺ野ি࿊୬，

ਮಜ，ஸിೢ明，੩ળ希，編． がん・ଁ計白છ 2012．ূ؟原出ගৗ，201263ؠ�

82． 

例 4؟Tanaka H. Prevention of cancers due to infection. Miller AB, eds.Epidemiologic studies 

in cancer prevention and screening. New York: Springer, 2012; 65�83. 

⋉  イ嵛ター崵ットの崝イトの場合 他に適જなৱમが੭られない場合は文献として使用してもよいこととする。この

場合は、崝イト名とア崱嵔崡を簡ၷ岵つ明નに記載するとともに、アク崣崡したফা日もહ記すること。 

 

 投稿্১．ڱ

ઃのファイルを下記メールア崱嵔崡までਗ਼メールにહしてଛਦします。 

(1) ଛਦするファイル 

1) タイトルページ、要旨、本文、引用文献、英文 Summary ページまでをৢして頁番号をહしたファイル。 

2) 図表は 1 ਡにつき 1 つのファイル。 

(2) ଛり先 日本がん登録ੈ৮ভ事務ଂ office@jacr.info 

 採択の্ଉ．ڲ

投稿原稿の採౯は、原則として peer review によるਪഭ崿ロ崣崡を৽て、JACR モノグラフ編ૐ員でଟ৮しৠ

定します。採択ৠ定のに corresponding author に対し、revision を示することがあります。 

 

 著作ਥ．ڳ

掲載された論文の著作ਥは、JACR にష属します。投稿に関するிભは著者が岰ものとします。 

 

 。その他、本ૠ定に対するਖい合峹峅は、事務ଂ（office@jacr.info）まで．ڴ
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